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1.遺物観察表 (土器 )

SD09 出土土器
図

号

挿

番

版

号

図

番
器 種

法 量

(clll)

施文の特徴 成形及び調整方法 胎  土 色  調 焼成 備 考

凶

１

・７

　

一

幕 縄文土器

深鉢

国径124

底径53
器高93

口縁部内外面・ ヨヨナデ

体部外面   ヘラ削り

底部〃    指頭圧痕

l nn以下の

長石、石英

を多量に合

む

炊
褐

貢
黄

外
内

良

-2

底部

底径87
残存高16

底部内外面  ヨコナデ 鴫内

責

外

灰

良

SD10・ 11 出土土器

図

号

挿

番

版

号

図
番

器  種
法 量

(cHl)
施文の特徴 成形及び調整方法 胎  土 色  調 焼 成 備 考

弟 Zυ 凶

-1

弥 伍 主 喬

広 □壺 A
口径 122

残 存 高 1.0

口縁端部  刻目文 口縁 部 内外 面  ヨヨナデ l mm以 卜の

長石、石英

を多量含む

外 オ リ

ープ黒

内 黒

良

― z 国径130

残存高09
口縁部内外面 ヨコナデ 灰

灰

褐

褐

外

内

良

□径160

残存高08
□縁 端 部   ИU日 又 口縁部内外面 ヨヨナデ 外内 に

ぶい黄褐

艮 慄付 君

-4 □径170

残存高11

口縁部内面  ヨコナデ
〃 外面   ヨヨナデ
〃      ハケ

外 周 個

灰

艮

-5 図版27 回径162

残存高15
口縁端部  刻日又

□縁部内面 斜格子文

日縁部外面  ヨヨナデ 外

褐

内

次 貢

灰白

良

-6 口 後 194
残存高15

口縁端部  刻目文 □縁部内la 暦灰のため調整

不明

外 灰責

褐

内 にぶ

い黄橙

良

-7 図版27 口径182
残存高11

日縁端部  刻日文
口縁部内面 斜格子文

口縁部外面  ヨコナデ 外  褐 灰

内 黒褐

艮

-8 口笹222
残存高13

口縁端部  刻目文
□縁部内面 斜格子文

口縁部 外 面   ヨ ヨナ デ 外内 黒

褐

良

―
-1-―



図

号

挿

番

版

号

図

番
器  種

法 量

(cnl)
施文の特徴 成形及び調整方法 胎  土 色  調 焼成 備 考

弟 ZU嵯刊

-9
凶版 27 弥生土器

広口壷A
口径204
残存高15

国縁部内面 櫛描波状文

刻目突帯文

口縁部 内外 向  ヨコナ デ 灰内

掲

外

黄
艮 好 □縁部内

面 黒班

-10 口径159
残存高16

口縁端部  刻目文、凹

線文 2条
口縁部内面 斜格子文

円孔

2孔 1対

日縁部 外 面   ヨヨナ デ 外 内  黒 良

-11 □ 径

残存高16
口縁端部  凹線 2条

刻目文

□縁部 内外 画  ヨコナ デ 外 灰黄

内 黒

良

-12 口径202

残存高15
口縁端部  刻目文 3条
口縁部内面 斜格子文

円孔
2子Ll対

国縁部内外面 ヨコナデ 外

掲

内

灰黄

褐 灰

良好

-13 口径200
残存高17

口縁端部  凹繰 2条
刻目文

口縁部内面 斜格子文

口縁部 外 面   ヨヨナ デ 内  黒 良

-14 口径224
残存高16

□縁端部  凹線 2条

刻目文

口縁部内面 斜格子文

円孔

2孔 1対

口縁部 外 面   ヨ コナ デ 外 周  頁

灰

艮

第21図

-1

図版27 弥 /1主喬

広 □重 B
□径110

残存高33
□縁部内外面 ヨヨナデ

頸部外面   ハケ

2 mm以下の

長石、石英

を含む

灰

灰

黄

黄

外

内

良

-2 □径124

残存高23
□縁 部 内外 面  ヨヨナ デ l mm以下の

石英を多量
に含む

外 掲灰

内 に ぶ

い橙

長

-3 口径■ 8

残存高60
体 部 外 面   櫛 摘 疲状 文 口顕部内外面 ヨコナデ

体部外面   ハケ
〃 内面   ナデ

l mm以 下 の

長石、石英

を含む

外 内  黒 良

-4 □径154
残存高35

回縁端部  斜格子文 □縁端部   ヨコナデ

頸部内面   ヘラミガキ

外 面 ハ ケ

暗内

黄

外

灰

艮

-5 □径169
残存高13

国縁 端 郡   綾 杉 又 口縁部内外面 ヨヨナデ 灰

灰

外

内
良

-6 口径170
残存高35

□縁部内外面 ヨコナデ

頸部外面   ハケ

外内 灰 良

-2-



図

号

挿

番

版

号

図

番
器  種

法 量

(cnl)
施文の特徴 成形及び調整方法 胎  土 色  調 焼 成 備 考

幕 2 1 凶

7

図販27 弥生土器

広□壷 B
口径186
残存高34

国縁 部 内外 面  ヨコナ デ 2 mm以下の

長石、石英

を多量に含

む

外 1こ ぶ

い黄橙

内 褐灰

良

-8 回径202

残存高30
口縁 端 部   刻 日又 口縁部内外面_ヨ ヨナデ

頸部外面   ハケ

l mm以 トの

長石、石英

を含む

外  灰 東

褐

内 暗灰

黄

良

-9 残存高87 頸部外面  押圧突帯文
1 条

頸部内面   指頭圧展
〃 外面   ハケ

4 mm以 卜の

長石、石英

を含む

外 褐

黄

黒

灰内

褐

良

-10 口佳 226
残 存 高 88

頸部外面  押丘突帝又

1 条

国縁部内外面 ヨヨナデ

頸部内面   ハケ
″      指頭圧痕
〃 外面   ハケ

外 黄

黄

灰

淡内

良

-11 □径256

残存高70
頸部外面  押l■突吾又

1条以上

□縁部内外面 ヨコナデ

頸部内外面  ハケ

外 に ぶ

い黄橙

内 淡黄

良 押圧突帯

文剥落

嘉 22凶

-1

弥生土器

広口壷 C
口径9

残存高42
口縁部内外面 ヨコナデ

頸部内面   ヘラミガキ ?

〃 外面   ハケ

l mm以下の

長石、石英

を含む

灰

黒

暗

外

内

黄

良

-2 口径98
残存高57

□縁部内外薗 ヨコナデ

頸部内面   シボリロ
〃 外面   ハケ

外 明 亦

褐

内 1こ ぶ

い黄褐

小 艮

-3 □ 性 1 0 1

残存高57

口縁部内外面 ヨヨナデ

頸部内面   シボリロ
〃 外面   ハケ

外 吹 オ

リープ

内 暗灰

黄

良

-4 口径106

残存高52
国縁部内外面 ヨコナデ

頸部内面   ナデ
″ 外面   細かいハケ

l mm以下の

長石、石英

を多量に含

む

外内 黄

灰

良

-5 日径124

残存高67

回縁部内外面 ヨコナデ

頸部内面   ナデ
〃 外面   ハケ

1 mm以 トの

長石、石英
を含む

外内 灰

黄

良好

-6 国 径

残存高63

国縁部内外山 ヨコナデ

頸部内外面  ハケ

外 黒 褐

内 黒 褐

民

-7 図版 25 口径110

残存高99
体部外面 櫛摘直線文 9

条
〃 波状文 4

条

国縁部内外山  ヨコナデ

頸部～体部内面 ナデ後ハケ
〃 外面   ハケ

l mm以下の

長石、石英

を多量に含

む

黄

黒

灰

外

内

褐

良

-3-



図

号

挿

番

版

号

図

番
器  種

法 量

(c ll)
施文の特徴 成形及び調整方法 胎 土 色  調 焼成 備  考

弔22凶

-8
凶放 24 卵 仁 工 誘

広 □壷 C
口径140

残存高90
口縁部内外面 ヨコナデ

体部内外面  ヨコナデ
外 炊 貢

褐

内 黒褐

艮

-9 国径120
残存高43

頸部外面 押圧矢帯文 1

条

口縁部内面  ヨヨナデ

頸部内面   ヨコナデ
″ 外面   ハケ

頁
白

狭
灰内

小長

-10 口径98
残存高61

回縁端部  刻日文

顕部外面  櫛描直線文

□縁部内外面 ヨコナデ

顕部内外面  ハケ

l mm以下の

長石、石英

を含む

灰

黄

黄

灰

外

内
長 好

-11 □径■ 6

残存高35
口縁端部  刻目文 口縁ヨ∫内外面 ヨヨナデ

頸部外面   ハケ
褐
黄

黒
灰

外
内

良

-12 口径■ 5

残存高50
口縁 端 部   刻 目文 口縁部内外面 ヨコナデ

頸部外面   ハケ
外内 オ

リーブ黒

艮

-13 口径130
残存高44

口縁 端 罰
`  

刻 日又 □縁 部 内面   ヨヨナ デ

頸部内面 ナ デ

外 面 ハ ケ

l mm以下の

長石、石英

を多量に合

む

外 にぶ

い黄檀

内 灰責

褐

良

-14 □径 116
残存高62

口縁端部  刻目文 口縁部内外血 ヨコナデ

頸部内面   ナデ

外 面 ハ ケ

賠内

黄

外

灰

良

-15 凶版 24 □径122

残存高173
口縁部内外面 ヨヨナデ

頸部～体部内面 ナデ後ハケ
〃    外面 ハケ

mm以 下 の

英石
ヽ
む

石

含

長

を

外 貢 灰

内 に ぶ

い責

良好

-16 口径■ 4

残存高32
口縁端部  刻目文
口縁部外面 刻目突帯文

2条
頸部外面  櫛描直線文

5 条

口類部 内タト面  ヨヨナ デ 外 灰 責

褐

内 にぶ
い黄褐

良 黒斑

-17 凶版 24 口径114
残存高48

口縁端部  刻目文
口縁部外面 刻目突帯文

2条

締描直線文

口縁部内面  ナデ l mm以下の

長石、石英

を含む

外 円 次

白

良

-18 臼径103
残存高82

口縁端部  刻目文
口縁部外面 刻目突帯文

2条
頸部～体部 櫛描直線文

10条
″ 波状文
4条
〃 直線文

口縁部内外面 ヨヨナデ

頸部内面   ナデ
〃 外面   ハケ

外 肉 次

白

良 好

-4-



図

号

挿

番

版

号

図

番
器 種

法 量

(cnl)
施文の特徴 成形及び調整方法 胎  土 色  調 焼成 備 考

弟 ZZ凶

-19
図版 24 弥 I主 喬

広 □壷 C
口径 122

残 存 高 90
口縁部外面 刻目突帯文

2条

顕部～体部 櫛描波状文

11条
″ 直線文

11条

国縁端面  斜格子文

□縁部内外血 ヨコナデ

頸部内面   粗いハケ
″      指頭圧痕
″ 外画   ハケ

外内 灰

白

良好

-20 国径156
残存高80

口頸部外面 押圧突帯文
4条

頸部外面  棒状浮文

櫛描直線文

波状文

口縁部内外面 ヨヨナデ

頸部内面   指頭圧痕
″      ナデ
〃 外面   ハケ

分

内

悪 個

褐灰

良

第23図

-1

図版 28 弥 生 工 誘

長 頸 壼

国笹62
残存高52

頸部外面 櫛描直線文 5

条 1東 4回

(現状)

口縁部内外面 ヨヨナデ
〃   内面 指頭圧痕

3 mm以 卜の

長石、石英
を含む

芸

　

白

灰

　

灰

外

褐

内

良好

残存高52 頸部外面  櫛村波状文 顕部内面   シボリロ
ヘラミガキ

2m以下の

長石、石英

を含む

外  にぶ

い黄橙

内 灰白

良

-3 口径120
残存高65

□頸 部 外面  凹繰 又 4条 □縁部内外面 ヨコナデ l mm以下の

長石、石英

を多量に含

む

白

灰

灰

褐

外

内
良

-4 図版 2C 弥生土器

無頸壷

回径56
残存高31

国縁 部 外 向  円形 洋 又 口縁 面

面

内

外

部 指頭圧痕
ハケ 後ヘラ

ミガキ

外内  黒 艮

-5 口 径 94

残存高60
口縁端部  刻目文、

円孔
口縁部外面 櫛描波状文

〃 直線文

12条
〃 波状文

12条

口縁部内外向 ヨヨナデ
〃 内面   ハケ 後ナデ
″ 外面   ハケ

灰

灰

責

暗

外

内

黄

良

-6 図版25 国径86
器高111

回縁端部  円孔 口縁部内外面 ヨコナデ
〃  内面  指頭圧痕

体部内外面  ヘラミガキ

底部内外面  ナデ

外内 に

ぶい黄褐

艮 外国燥付

着

第 24図

-1

図版 29 弥 ⊂ 土 喬

童体部

娠 再 高 34 体部外面  櫛描簾状文

5条

1～ 2 mm大

の長 石 、石

英 を多 量 に

含 む

外 黒褐

内 にぶ

い黄橙

良

残存高36 杯 部 外 国   和 抽 巳 繰 ヌ

列点文

体部内面   ハケ
〃 外面   ハケ 後ヘラ

ミガキ

l mm以下の

長石、石英

を含む

褐
白

黒
灰

外
内

民

-5-
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弟Z4凶

-3
硼版 2C 弥 生 主 誘

壷体部

吸 存 高 63 杯 苛
'外

国   榊 拍 LB繰 又

〃 波状文

体劉
`内

ltl   ハ ケ 外
内

黄

黒 伺

暗灰

艮

-4 娠 存局 53 体部外面  櫛摘直線文
〃 波状文

体部内面   指頭圧痕
〃      ハケ
〃 外面   ハケ

外内 黄

灰

良

-5 残 存 高 67 体部外面  櫛摘直線又

7条
″ 波状文

7条

体 部 肉外 面   ハ ケ 71 貢 狭

内 黒

良

-6 残 存高 102 体 剖
`外

山   列 点 又 ? 体部内向   ヘラミガキ
〃 外面   ハケ

外  貢 褐

内 黒

艮

-7 残

「

高 65 杯 部 外 国   THp油 目 繰 又

〃 波状文

体 部 内面    ハ ケ 外 暗 灰

黄

内 黄褐

良

― も 娠

「

局 103 体罰∫外山  櫛栖巨裸又
″ 波状文

体部内面   ナデ 外  狭 頁

内 黒

艮

-9 娠 存 高 60 杯 司
`外

国   和 舶 回 線 X

■条
″ 波状文

11条

類部 内 山    シボ リ日 外 頁
白

火
灰内

艮

-lυ 坂 再 局 90 体司う外 国   御 機 回裸 X
10条
〃 波状文

10条

休部内面
〃 外面

指頭圧痕
ハ ケ

1～ 2 mm大

の長石、石

英を多量に

合む

外 褐

白

黒

灰内

良

-11 残存高66 体部外面  櫛摘直線文

9条
〃 波状文

体部外面   ハケ 外 におゞ

い黄橙

内 褐灰

良

-12 吸存高70 杯 司;外 国   和 描 回 線 又

〃 波状文

体部外 面    指 ナ デ

外面 ハ ケ

外 肉  黒

褐

良

-13 残存高85 顕部外面  刻目突帯文

1条

体部外面  櫛描直線文

7条  2農
″波状文7条

体部内面   ナデ後ハケ 2 mm以下の

長石、石英

を含む

外

褐

内

褐

灰 黄

灰 黄

良好

-14 残存高62 杯 剖
`外

国   和 描 回 線 又

″ 波状文

体部内面   シボリロ
″ 外面   ハケ

外 黄

黄

浅

灰内

良 好 体部外面

黒斑
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第25図

-1

弥生土器

壷底部

底径64
残存高24

底部内面   ヨコナデ
″ 外面   ヘラミガキ

3 mm以下の

石英を多量

に合む

次
灰

褐
褐

外
内

艮

-2 底 径60
残存高30

底部内面   ヨコナデ
〃 外面   ヘラミガキ

l mm以下の

石英を多量

に含む

外 内 灰

白

民

-3 底径64
残存高40

底部内面   ハケ
〃 外面   ヘラミガキ

5 mm以下の

長石、石英

を多量に含

む

外 にぶ

い黄橙

内 灰黄

褐

良 外 面 黒 斑

-4 底径72
残存高37

属 部 内外 面   ヘ ラ ミガキ ね 央 周 閃

石 を含 む

外  褐炊

内 灰 白

良

底径58
残存高53

展部内lgl  ヘラミガキ
″ 外面  細いヘラミガキ

後下部 ヨコナデ

3 mm以 卜の

長石、石英

を多量に含

む

国

黄

ｋ

灰

外

内

良 黒斑

-6 底 径

残存高20
底部内面   指ナデ
〃 外面   ヘラミガキ後

下部 ヨコナデ

l mm以下の

石英を多量

に含む

灰

　

灰

暗

　

黄

外

黄

内

良 内外面
黒斑

-7 底径70
残存高53

底部内面   ナデ
〃 外面   ヘラミガキ

1 以 下 の

長石、石英

を多量に含

む

外 灰 臼

内 褐灰

良 少 々 黒 斑

あ り

― も 辰径73
残存高60

底部内面   ナデ
″ 外面   ヘラミガキ

2 mm以下の

長石、石英

を多量に合

む

外 内 灰

黄 褐

良 煤付 看

-9 展後54
残存高49

底部内外面  ヘラミガキ 長 る を含 む 外 偽
白

患
灰内

艮

-10 底 径 8 0

残存高45
FA部 内面   ヨコナデ
〃 外面   磨滅のため調

整不明

2 mm 以 下 の

石英を多量
に含む

外 灰

褐

黄

黒内

不 良

-11 辰 f■
X70

残 存 高 45
底部内血   ヨコナデ
〃 外面   ヘラミガキ

2 mm以下の

石英を多量

に含む

火
灰

貢
黄

外
内

良

-12 底径70
残存高70

底部内面   ナデ
〃 外面   ヘラミガキ

l mm以 卜の

長石、石英

を多量に含

む

灰 頁

内

い責

に ぶ

艮 黒 斑

-7-
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弔ZOレ彎
-13

弥 ⊆ 主 喬

壼底部

底径80
残存高78

底部内面   ハケ
〃 外面   ヘラミガキ

l mm以下の

石英を多量
に含む

外 灰 白

内 におゞ

い黄橙

艮 黒 班

-14 底後72
残存高70

医部内面   ヘラケズリ?

後ナデ
″ 外面   ヘラミガキ

l mm以下の

長石、石英

を多量に含

む

外  暗炊

黄

内 にぶ

い黄

良

-15
'氏

01υ υ

残存高57
医部内向   ヨヨナデ
″ 外面   ヘラミガキ後

下部 ヨヨナデ

l mm以下の

長石、石英

を多量に含

む

狭
白

褐
灰

外
内

良 好 煤付着

-16 底径82
残存高81

底部内面 (上部)ヘ ラミガキ
〃 外面(下部)ハ ケ
″ 外面    ヘラミガキ

l mm以 卜の

長石、石英

を含む

外 灰 臼

内 灰 白

良

-1 底径63
残存高99

囁 部 内 面 ハケ
ヘラミガキ外面

l mm以下の

長石、石英

を含む

外 黒褐

内 黒

長 内外山に

炭化物付

着

-18 展笹76
残存高90

医部内面   指ナデ
〃      指頭圧痕
〃 外面   ヘラミガキ後

下部 ヨヨナデ

外 灰黄

褐

内 褐灰

良

-1 底 径100
残存高70

底部内面   指頭圧痕
〃       ヘラミガキ
″ 外面   ヘラミガキ

外  暗灰

黄

内 オ リ

ーブ黒

員

-2t 底径■ 8

残存高73
底部内面 ヘラケズリ後

ヘラミガキ
ヘラミガキ
ハケ

外面

底 面

外 にぶ

い黄橙

内 灰黄
掲

艮 黒 斑

-21 底径106

残存高83
底部内画   ナデ
〃 外面   ヘラミガキ

2 mm 以 下 の

長石、石英

を多量に合

む

外  次 日

内 灰黄

掲

良 外面に黒

斑

-22 底 径90
残存高163

底部内面 (上部)ハ ケ
〃   (下 部)ヘ ラミガキ
〃 外面    ヘラミガキ

l mm以 ドの

長石、石英

を多量に含

む

外  残 貢

内 灰黄

良 黒 斑

弔 ZO凶

-1

弥生土器

甕Al
回径139
残存高73

倅罰∫関画   ヘラミガキ
〃 外面   ハケ

l mm以下の

長石、石英

を含む

外内 黒

褐

良 □縁部外

面煤付着

-2 口径144
残存高75

日縁部内外面

体部内面

ナ デ

ヘ ラ ガ キ 灰
黒
暗

外
内

黄

艮

-8-
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罪 ZO凶

-3
弥 伍 主 誘

甕 Al
回径160
残存高47

口縁部内外面 ヨコナデ

体部内面   ヘラミガキ
″ 外面   ハケ

外 に ぶ

い黄褐

内 黒掲

良

-4 口径168

残存高48
□縁部内外向 ヨヨナデ

体部内外面  ヘラミガキ
外 黒

内 にぶ
い黄橙

良 外表口に

炭化物付

着

-5 □径172

残存高33
口縁部内面  ヨコミガキ

体部″    ヘラミガキ
〃 外面   磨滅の為調整

不明

外  黒

内 黒褐

良

-6 凶放 2E 口径178
器高301

体部中央外面 半裁竹管

文 2条
回縁部内外面 ヨヨナデ

体部内面   指頭圧痕
〃       ヘラミガキ
〃 外面(上半部〉 ハケ
″  (下 半部)ヘ ラミガキ

外

内

黄

黒 褐

暗 灰

良 好 完形外部
煤付着

-7 日径186
残存高57

口縁部内外面 ヨコナデ

体部内面   ヘラミガキ
〃 外面   ハケ

外 にぶ

い黄褐

内 灰黄

褐

長 体部外面

煤付着

-8 口径188
残存高44

口縁部内外面
体部外面

ナ デ

ハ ケ

外 内

ぶい黄褐

不 良

-9 口径180

残存高49
□縁部内外面 ヨヨナデ

体部内面   ヘラミガキ
〃 外面   ハケ

外 肉

ぶい黄橙

良

-10 国 笹 1

残存高66
口縁部内外面 ヨコナデ

体部内面   ヘラミガキ

1 以 ドの

長石、石英
を多量に合
む

外  黒 電

内 黒

良 日縁部外

面

体部外面

煤付着

-11 口径190
残存高5,0

回縁部外面  ナデ

体部内面   ヘラミガキ
〃 外面   ハケ

l mmウス

長石、

を含む

トの

石英

掲
黄

黒
灰

外
内

褐

艮

-1 日径190
残存高84

体部中央外面 半哉竹管

文 2条
□縁部内外画 ヨヨナデ

体部外面   ハケ

外 に ぶ

い黄橙

内 にぶ

い黄橙

良 煤向

着

外

付

-13 □佳192
残存高115

体部外面  列点文 1条 □縁部内外面 ヨヨナデ

体部内面   ヘラミガキ後
ハケ

〃 外面   ハケ

外 灰 貢

褐

内 にぶ
い黄橙

良 好 外面煤付
着

-14 回径190
残存高77

口縁部内面  ナデ後ハケ
″ 外面   ナデ

体部内面   ヘラミガキ
〃 外面   ハケ

外 にぶ

い黄褐

内 暗灰

黄

良 黒 斑

-9-
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身寺zr凶

1

凶倣 31 弥生土器

甕Al
□径202

残存高27
口縁端部  凹線文 1条 回縁部内外面 ヨコナデ

体部内面   指頭圧痕
″ 外面   ハケ

l mm以下の

長石、石英

を含む

灰内

掲

外

黄

艮 好

-2 国後 204

残存 高 73
□縁端部  凹線文 1条 口縁部内外面 ヨヨナデ

体部内面   ヘラミガキ

l mm以 卜の

長石、石英

を多量に含

む

外内 黒

褐

良 外面に煤

付着

-3 口径203
残存高54

口縁部内外面 ヨコナデ

体部内面   ヘラミガキ
″ 外面   ハケ

l mm以 卜の

長石、石英

を含む

外 灰 責

黄灰

褐

内

褐

良 好 煤 付 看

-4 回径211
残存高62

口縁部内外面 ヨコナデ

体部内面   ヘラミガキ
〃 外面   ハケ

l mm以 卜の

長石、石英

を多量に合

む

外 暗 赤

褐

内 黒褐

良

-5 図版31 口径 206
残 存高 60

口縁到
`外

向  ヨコナデ

体部内面   ヘラミガキ

l mm以下の

長石、石英

を含む

//1
黒 掲

内 灰責

褐

民 外面全体

煤付着

-6 口径202

残存高296
体部中央外面 列点又 1

条

口縁部内外面 ヨコナデ

体部内面   ヘラミガキ
〃 外面 (上部)ハ ケ
″  (下 部)ヘ ラミガキ

1 mm以 トの

長石、石英

を多量に合

む

外 暗灰

黄

内 にぶ

い黄褐

良 杯 苗;外 国

煤 付 着

-7 回径210
残存高62

回縁部内外面 ヨヨナデ

体部内面   ナデ後
ヘ ラ ガ キ

外面 ハ ケ

灰

　

灰

暗

　

暗

外

黄

内

黄

良

-8 回 径 22

残存高77
□縁部内外画 ヨコナデ

体部内面   指頭圧痕
〃       ヘラミガキ

外面 ハ ケ

l mm以下の

長石、石英

を含む

外 にぶ

い黄褐

内 掲

良 FAJ外回

黒斑

-9 口径222
残存高73

□縁部内外面 ヨコナデ

体部内面   ヘラミガキ

外 面 ハ ケ

l mm 以 トの

長石、石英
を多量に含
む

外 噌 然

黄

内 責 褐

良 煤付着

-1 口 径232
残存高72

□縁部内外面 ヨコナデ

体部内面   ヘラミガキ
〃 外面   ハケ

1 mm以 下の

長石、石英
を含む

タト にぶ

い責褐

内 灰黄

褐

良 煤付看

黒斑

-11 口径240
残存高55

回縁部内外面 ヨコナデ

体部内面   ヘラミガキ
″ 外面   ハケ

外
い黄

内

に ぶ

灰黄

良

-12 回 径

残存高51

□縁部内外面 ヨヨナデ

体部内面   ヘラミガキ
〃 外面   ハケ

外
い黄

内

に ぶ

灰黄

良

―-10-一
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第 27図 図版 31 弥生土器

甕Al
口往296
残存高89

口縁部内外面 ヨコナデ

国縁部～体部内面 ヘラミガ

キ

体部外面   ハケ

外 灰 責

褐

内 にぶ

い黄褐

良

-14 国径303
残存高66

国縁部内外面 ヨコナデ

体部内面   ナデ後
ヘラミガキ

〃 外面   ハケ

外 内 1こ

ぶい黄褐

艮

第28図

-1

図版30 弥生土器

甕A2
□径124

残存高94
口縁部内外面 ヨヨナデ

体部内面   ヘラミガキ
〃 外面   ハケ

1 mm以 下 の

長石、石英

を含む

灰内

褐

外

黄

良好 14司う外国

に炭化物

付着

-2 □後130

残存高75
□縁部内外面 ヨヨナデ

体部内面   ヘラミガキ
″ 外面   ハケ

クト  イこおゞ
い褐

内 黒

艮 屎付 看

-3 図版3C 国 径 2

残存高75
体 部 内外 面   ヘ ラ ミガキ l mm以 卜の

長石、石英
を多量に含
む

日
黄

火
灰

小
品内

艮 外面全体

内面上部

黒斑

-4 口径160
残存高78

国縁部外山  ヨコナデ

ロ縁部～体部内面 ヘラミガ

キ

体部外面   ハケ後ヘラミ

ガキ

l mm以下の

長石、石英

を含む

外

内

黒褐
灰褐

良 黒 姓

-5 口径162

残存高40
口縁 ヨ;円 外 国  ヨコナ デ

体 部 内面    ヘ ラ ミガキ

〃 外 面    ハ ケ

外 黒 褐

内 に ぶ

い黄褐

良

-6 国径168
残存高51

体部内面   ナデ後
ヘラミガキ
〃 外面   磨滅の為調整

不明

灰内
褐

外
黄

不良

-7 口径170
残存高75

□縁部内外面 ヨコナデ

体部内面(上半部)ヨ コ方向
ヘラミガキ

〃 (下半部)タ テ 〃

〃 外面   ハケ

外内 暗

褐

艮 □縁部外

面、体部

外面煤付

着

― も 口 径 1

残存高67
口縁罰

`内
画

体郡 〃

ヽケ

ヘ ラ ガ キ

外 に ぶ

い黄褐

内 オ リ

ーブ褐

良 煤付 看

-9 口 径 182

残存高45
口縁部内外面 ヨコナデ
ロ縁部～体部内面 ヘラミガ

キ

体郡外面   ハケ

灰

黒

暗

外

内

黄

良

-10 □径180
残存高82

□縁ヨ∫内外面 ヨコナデ

体部内面   ヘラミガキ
″ 外面   ハケ

外内 灰

黄

艮

-11-
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第 28図

-11

図版 30 弥 ⊆ 工 喬

甕 A2
口径186

残存高47
国縁部内外面 ヨコナデ

体部外面   ハケ

外 白

黄

灰

浅内

橙

良

-1 日径182

残存高68

口縁部内外面 ヨコナデ

体部内面   ハケ後ヘラミ

ガキ
〃 外面   ハケ

外

褐

内

灰 黄

黄灰

良

-13 図版30 口径194
残存高93

体部外面  櫛描列点文 □縁部内外面 ヨコナデ
〃 外面   指頭圧痕

体部内面   ヘラミガキ
〃 外面   ハケ

外 円 灰

黄褐

艮 好 漆司
'/1・

団
に炭化物

付着

-14 口径190
残存高126

体 部 外 面   櫛 幅 列 点 又 口縁部内外面 ヨヨナデ

体部内面(上半部)ヨ ヨ方向
ヘラミガキ

″ (下半部)タ テ〃

〃 外面(上半部)ハ ケ
″  (下 半部)ヘ ラミガ

キ

l mm以 卜の

長石、石英

を多量に含

む

外 黒褐

内 に ぶ

い黄橙

不 良 体部内外

面黒班

-15 □ 径

残存高90
日縁部内外面 ヨコナデ

体部内面   ヘラミガキ
″ 外面   ハケ

外 黒碕

内 にぶ

い責褐

良 全 体 に 燥

付着

弟 Zυ 凶

-1

回径202

残存高75
□縁部外面  ヨコナデ

ロ縁部～体部内面 ヘラミガキ

体部外面   ハケ後ヘラミ

ガキ

l mn以下の

長石、石英
を含む

貢

灰

灰

黄

外

内

艮

-2 口後208
残存高93

口縁部内外面 ヨコナデ

体部内面 (上部)ハ ケ後
ヘラミガキ

〃 (下部) 糧いヘラミガキ
〃 外面   ハケ

l mm以下の

長石、石英

を多量に含

む

伺
灰

黒
黄

外
内

艮 喋付着

-3 □ 径

残存高135
□縁端部  亥U日 又

体部外面  列点文

口縁部内面  ヘラミガキ

体部 ″   指頭圧痕後
ハケ後
ヘラミガキ

″ 外面   ハケ後
ヘラミガキ

l mm以下の

長石、石英

を含む

外 灰 頁

褐

内 にぶ

い黄橙

艮 好

-4 □径216
残存高135

体部 外 面   列 点 又 口縁部外面  ヨヨナデ

国縁部～体部内面 ヘラミガキ

体部外面   ハケ後ヘラミ

ガキ

黄
黒
灰

外
内

褐

民 好

-5 回径22

残存高■ 5

口縁部内外面 ヨコナデ

体部内面   ヘラミガキ
″ 外面   ハケ

外内 灰

黄

良 煤付看

-12-
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第29図

-6
弥生土器

甕A2
口径230
残存高50

□縁部内外面 ヨコナデ

体部外面   ハケ

2 mm以下の

長石、石英

を多量に合

む

外 明褐

灰

内 にぶ

い褐

民

-7 口径 243
残 存 高 56

回縁部内外面 ヨヨナデ

体部外面   ハケ

外 lA」 窯

掲

艮

-8 口径240
残存高69

口縁部外面  ヨヨナデ

□縁部～体部内面 ヘラミガキ

体部外面   ハケ

褐

灰

灰

褐

外

内

良 好

-9 口径248
残存高45

□縁部内外面 ヨコナデ

ロ縁部～体部内面 ヘラミガキ

体部外面   ハケ

l mm以 卜の

長石、石英

を含む

外肉 悟

褐

良

-10 □笹248
残存高125

体部外面  刻目文 □縁部内外面 ヨコナデ

体部内面   指頭圧痕
〃       ヘラミガキ
″ 外面 (上半部)ハ ケ
〃  (下 半部)ヘ ラミガキ

l mln以 下の

長石、石英

を多量に合

む

掲
黄

黒
灰

外
内

褐

艮 好 内 外 国

煤付着

-11 国径262
残存高98

□縁部内外面 ヨコナデ

体部外面   ハケ
貢火

　

黒

外
褐

内

良

-1 口径278
残存高152

体 部 外 面   刺 突 文 口縁部内外面 ヨヨナデ

体部内面   ヘラミガキ
〃 外面(上半部 )ハ ケ
〃   (下 半部 )ヘ ラミガキ

71内  に

ぶい黄橙

民

凶

１

刊
　
一

弟 図版 32 弥生土器

甕 B
口径130

残存高47
□縁部内面  ヘラミガキ
″ 外面   ヨヨナデ

体部外面   ハケ

l mm以下の

長石、石英

を含む

灰

　

黄

暗

　

灰

外

黄

内

良 好

-2 口径149

残存高31

日縁部内面  ヘラミガキ
″ 外面   ヨヨナデ

体部内面   ヘラミガキ
〃 外面   ハケ

炊
白

褐
灰

外
内

不 良

-3 口径 147
残 存 高 20

□縁端部  擬凹線 1条 口縁部内外面 ヨヨナデ l mm以下の

長石、石英

を多量に含

む

外内 に

ぶい橙

良

-4 図版32 日径■ 5

残存高90
膵部 内外 面   ヘ ラ ミガキ l mm以 卜の

長石、石英

を含む

外 黒伺

内 にぶ

い黄種

艮

着
敷
付

黒
煤

-5 回径112

残存高91

口縁部内外面 ヨヨナデ

体部内面   磨滅の為調整

不明
〃 外面   ハケ後ヘラミ

ガキ

l mn以下の

長石、石英
を多量に含
む

外 困  次

黄褐

良 外面に黒

斑

-13-
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弔80凶

-6
図版32 弥 生 土 器

甕 B
口径159

残存高45
体部 内外面   ハ ケ l mm以下の

長石、石英

を含む

外 灰 白

内 灰黄

不 良 煤 付 看 ?

-7 □ 径 13

残存高63
口縁部内面  ヘラミガキ

□縁部～体部外面(上部 )

ハケ

体部内面   シボリロ
〃 外面   ヘラミガキ

l mm 以 トの

長石、石英

を多量に含

む

外 黒

内 黄褐

良

-8 □IIX15 7

残存高61

口縁部～体部内向く上部 )

ヘラミガキ

体部内面   ナデ
″ 外面   ハケ後

ヘラミガキ

71内 オ

リーブ黒

良

-9 口径166
残存高50

国縁部内外面 ヨコナデ

体部内面   ヘラミガキ
外 内  狭

白

艮

-10 口 径

残存高40
口縁部内外面 ナデ

体部内面   ヘラミガキ

l mm以 卜の

長石、石英

を含む

外 貢
黄

火

灰内

掲

良 黒斑

― ■ 回径153
残存高70

口縁部内面  ハケ
〃 外面   ヨヨナデ

体部内面   ナデ
″ 外面   ハケ

黄
黒

灰

外

内

褐

良

-12 口 径 1

残存高80

体部内血   ハケ後池い

ヘラミガキ

外面 ハ ケ

外 褐 灰

内 灰黄

褐

良

-13 口径210
残存高17

口縁 端 部   擬 凹緑 1条 口縁部内外面 ヨコナデ 外 閣 黙

白

艮

-14 □ 径24 1

残存高18
口縁部内外面 ヨヨナデ 外

内

掲 灰

掲灰

艮

-15 図版 32 回 径

残存高18
口縁端部  刻目文 口縁部内外面 ヨコナデ 外 オ リ

― プ黒

内 暗灰

黄

良

-16 口 径

残存高51

口縁 端 部   刻 日又 体部内面   ハケ 外 暗 灰

黄

内 黄灰

良

-17 国笹167

残存高67
□縁端部  刻目文 □縁部内外面 ナデ

体部外面   ハケ後ヘラミ

ガキ

l mm以 トの

長石、石英

を多量に含

む

外内 黒 良

-14-―
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身33υ 嵯彎

-18
凶 版 32 弥 生 工 喬

餐 B
□径189

残存高63
口縁端部  刻目文 □縁 部 内外 向  ナ デ 外 褐

掲
黒
黄内

艮 屎付 看

-19 口 径

残存高19
国縁 端 部   x711日 又 日縁部内外面 ヨヨナデ 外内 黒 良 □縁部

1/12片
以下

第3 1図

1

弥 生 土 器

甕A底部

辰径62
残存高30

底部内面   ナデ
″ 外面   磨滅の為調整

不明

l mm以

長石、

を含む

の
英

卜
石

外内 黒 良 端部赤変

-2 履径50
残存高40

底部外面   ヨコナデ
″     ヘラミガキ

1～ 2 mm大

の長石、石

英を多量に

含む

責

灰

灰

黄

外

内

良

― も 底径80
残存高39

底部内外面  ナデ 外 1こ ぢミ

い黄褐

内 黒

艮 愚 司
'外

国

赤変

-4 底径53
残存高44

底部内外面  磨滅の為調整

不明

外 火 日

内 に ぶ

い黄橙

小長

-5 底桂58
残存高51

底部内画   ナデ
〃 外面   粗いヘラミガ

キ

外 褐 灰

内 褐灰

良

― o 底径50
残存高50

嗅部内面   ナデ
″ 内外面  ヘラミガキ

頁
　

灰

狭
　

掲

外
褐

内

艮

-7 底径57
残存高40

底 部 内 面 ヘラミガキ

ナデ外面

外

褐

内

掲

灰 黄

灰黄

良 好 煤付着

-8 底径64
残存高46

底部外面   ナデ後
ヘラミガキ

l mm以 卜の

長石、石英

を含む

外 褐

内 黒褐

良

履 F■
X70

残 存高 35
底部内外画  ヨコナデ
″ 外面   ヘラミガキ

1～ 2 mm大

の長石、石

英を多量に

含む

外 にぶ

い黄褐

内 にぶ

い黄橙

良 煤付着

-10 底 径 6

残存高50
底部内外面  ヘラミガキ 外 灰 責

褐

内 黒褐

良 好

―-15-―
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季 3■ 因

―■
列 生ヽ 主 森

甕A底部

底 倫 0.り

残存高47
底部内外画  ナデ
〃 外面   ヘラミガキ

外  暗 次

黄

内 黒褐

長 内 画 に こ

tメ が残る

外面煤付

着底面端

部に赤変
が残る

底部外面
に赤色顔

料を塗布

-12 底径52
残存高58

匠部外 白    ヘ ラ ミガキ l mn以 卜の

長石、石英

を含む

外  哨 狭

黄

内 黒褐

良

-13 底径5.6

残存高6.4

医部関白   ナデ
″ 外面   ヘラミガキ

臼
黄

灰
灰

外
内

褐

良 円 回 煤 何

着

外面黒斑

-14 底径68
残存高57

底 部 内 面 ナデ
ヘラミガキ外面

外
褐

内

灰 頁

黒褐

艮

-15 底径6.6

残存高65
医部門白
〃 内外面

ナ デ

ヘ ラ ガキ

l mn以 卜の

長石、石英

を多量に合

む

外 1こ おゞ

い黄褐

内 黒

長 爆 付 看

-16 底後67
残存高70

農 司S閣 回

″ 内外面

グ

ヘ ラ ガキ

外 に ぶ

い黄褐

内 黒褐

長

-17 底 径

残存高67
底部内面   ナデ
″ 外面   ヘラミガキ

l lm以 卜の

長石、石英
を含む

外
褐

内

火 頁

黒褐

艮

一 ltj 底径69
残存高68

底 部 内外 面   ヘ ラ ミガキ 外 次 寅

褐

内 黒褐

良 回外
斑

円
黒

-19 底 径 6

残存高9,7

底部内面   ヘラミガキ
″ 外面   ハケ

外 にぶ

い黄橙

内 黒

良

-20 底径62
残存高30

底部内面   ヨコナデ
〃 外面   ヘラミガキ

71・ 次国

内 灰

員

-21 底径62
残存高4.2

底部内面   ナデ
〃 外面   ヘラミガキ

71・ 暗 火

黄

内 黒褐

良 内面にこ

げが残る

-16-
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第 31 図

-22
弥生土洛

甕A底部

眠 佳 6υ

残存高35
辰 部外 面    ヘ ラ ミガキ 火 頁

内 オ リ

― プ黒

良

-2 底径60
残存高43

底部内面   ナデ
〃 内外面  ヘラミガキ

外 黒

内 黒褐

良 好

-24 底径68
残存高48

辰部内外lel  ヘラミガキ
〃 外面   ヨヨナデ

外 黒褐

内 黒

良 内面に多

量の炭化

物付着

-25
底径60
残存高55

底部内面   指ナデ ?

″ 外面   ヘラミガキ

l mm以下の

長石、石英

を多量に含

む

外 明 僑

灰

内 黒褐

良

-26 瓜 倫 OZ

残存高59
底部内面   ナデ
〃 外面   ヘラミガキ

l mm以下の

長石、石英

を含む

外  にぶ

い黄橙

内 黒褐

良 全 体 に 煤

付着

-27 底径70
残存高55

は部内面   ヘラミガキ
〃 外面   ヘラミガキ後

下部ヨコナデ

l mm以下の

長石、石英

を多量に合

む

外 灰貢

褐

内 黒

良

-28 底径60
残存高60

底部内面   ナデ
〃 外面   ヘラミガキ後

下部 ヨコナデ

外

内

仄 頁

灰 自

良

-29 底径54
残存高63

底部内面   ナデ
″ 外面   ヘラミガキ

l mm以 卜の

長石、石英

を含む

外 的火

内 灰黄

褐

良

-3∪ 底径58
残存高95

底部内面   ヘラミガキ
〃 外面   ヘラミガキ後

下部 ヨコナデ

暗内

黄

外

灰

良

-31 底 径5

残存高94

底部内面   ヘラ削 り後
ヘラミガキ

〃 外面   ヘラミガキ

外  暗 萄

内 褐灰

良

-32 底径55
残存高139

底部内外面  ヨヨナデ 灰

灰

責

黄

外

内

不 良 外 面 火

による剥

落 ?

-33 彊更宅と64
残存高40

底部内面   ヘラミガキ
〃 外面   ヘラミガキ後

下部 ヨヨナデ

1～ 2 mm大

の長石、石

英を多量に

含む

頁狭
　

黒

外
掲

内

艮 蹂 何 言

底部に穿
孔

―-17-―
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挿

番

版
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図

番
器  種

法 量

(cm)
施文の特徴 成形及び調整方法 胎  土 色  調 焼 成 備 考

第 3 1 図

-34
弥生土器

甕A底部

底径72
残存高32

底部外面   ヘラミガキ後

下部 ヨコナデ
外内 灰

黄

艮 写 孔

弔 もZ優判

1

弥生土器

高郭

口径162

残存高34
□縁部 内外 画  ヨコナ デ l mm以下の

長石、石英

を多量に含

む

灰

黄

黄

灰

外

内
不 良

-2 □径204
残存高50

日縁部内外lH ヨコナデ

体部内面   ヘラミガキ
〃 外面   ハケ
″       ヘラミガキ

l mm以下の

長石、石英

を含む

外 黒

内 浅黄

良 外面煤付

着

-3 図版 28 口径244
残存高49

□縁 部    円孔 国縁部内外面 ヨヨナデ

休部内面   ナデ
〃 外面   ハケ

頁
黄

火
灰

外
内

艮

-4 □ 径 203

残存高48

国縁部外面  ヨコナデ後
ハケ

国縁部～体部内面 ヘラミガキ

体部外面   ヘラミガキ

外 円

ぶい黄橙

良

-5 娠

「

島64 体部内外面  ヘラミガキ

柱状部外面  ナデ
外 に ぶ

い黄橙

内 暗責

灰

艮

-6 図版26 底径140

残存高118
性 択 司S外国  押 庄 夫 帯 又

1条
柱状部内面  シボリロ

裾部     ヘラミガキ

脚部外面   ハケ

l mm以下の

長石、石英
を多量に含
む

外内 灰

白

艮

-7 弥生土器

甕 B底部

履 径 83
残存高26

底部    円孔 2孔 1

対

底 部 内外 面   ナ デ 1～ 2 mm大

の長石、石

英を多量に

含む

掲
灰

黒
褐

外
内

艮

-8 底径77
残存高47

医ヨ
`内

向   ヘラケズリ
〃 外面   ヘラケズリ ?

後 ヨコナデ

外

黄

内

明灰

灰黄

良

-9 履桂72
残存高48

底部内外面  ヘラミガキ ハ

内

次 貢

浅黄

良

-10 底笹92
残存高40

底部内面   ヘラミガキ
〃 外面   ナデ後

ヘラミガキ

貢

灰

灰

暗

外

内

黄

良 黒 斑

-11 底笹89
残存高49

展 部 肉外 向   ヘ ラ ミガキ 灰暗

　

灰

外

黄

内

良 黒 斑

-18-



挿図

番号

版

号

図

番
器  種

法 量

(cln)
施文の特徴 成形及び調整方法 胎 土 色 調 焼成 備 考

第32凶

-12
弥生土器

甕 B底部

底径78
残存高53

底部外面  対向する円

子L2孔 1対
底部外面   ヘラミガキ 外  黒

内 灰 白

長

身弓33俊当

-1

凶 版 28 弥 ⊆ ■ 喬

鉢

□径159

残存高25
口縁部   門孔 2 fLl

対

体部外面  櫛描直線文
〃     〃 波状文

体部内面   ヘラミガキ 1 以 トの

長石、石英
を含む

外 灰 黄

褐

内 1こ 去ミ

い黄褐

良好

口径164

残存高40
体部外面  櫛摘波状文

7条
体部 内面    ヘ ラ ミガキ 暗内

黄

外

灰

良

-3 □ 径

残存高98
体部外面  櫛糖直線文
〃     ″ 波状文
〃     刺突文

体部内面   ヘラミガキ 外  黒

内 黒褐

艮

-4 □任171
残存高72

国縁部外面 円孔 1孔
残存

体部外面  櫛摘波状文
〃     ″ 直線文

口縁部内外向 ヨヨナデ

体部内面   ハケ後
ヨコナデ

l mm以下の

長石、石英
を多量に含
む

外 に ぶ

い黄橙

内 灰黄

褐

艮

-5 回径180
残存高59

体部外面  締描波状文
″     〃 直線文

□縁部内外面 ヨコナデ

体部内面   ナデ

l mm以 卜の

長石、石英

を含む

黄灰

　

″

外

褐

内

良

-6 口径180

残存高40
□縁端部  刻目文

体部外面  櫛描波状文
8条

〃     櫛描直線文
8条

口縁部内外画 ナデ

体部内面   ヘラミガキ

外 内  黒 良 口稼剖う

と/12片
以下

-7 口 ぞと20 4

残存高42
体部外面  ヘラ摘直線

文

口縁部内外山 ヨヨナデ

体部内面   ヘラミガキ

次
灰

貢
暗

外
内

黄

艮 黒 斑

-8 口径200
残存高61

□縁部   円孔 2子し1

対

体部外面  櫛描波状文

国縁部内外面 ヨヨナデ

体部  ″  ハケ

l mm以 卜の

長石、石英

を多量に含

む

外 褐

黄

黒

灰内

褐

良 好

-9 口径196

残存高85
国縁部外面 円孔 2孔 1

対

体部〃   櫛摘波状文

□縁部内外面 ヨコナデ

体部内面   ナデ

1 以 トの

長石、石英

を含む

外内 橙 良

-10 残存高82 体部外面  櫛禍疲状文
〃     〃 直線文
″     列点文

体部外面   ハケ
〃内外面(下部)ヘ ラミガキ

狭肉
褐

外
黄

艮

-11 �恢2C 国径164

残存高128
□縁部外面 櫛描直線文
〃     円孔 2孔 1

対

体部〃   櫛摘波状文

体部内面   ナデ後
ヘ ラ

外 面 ハ ケ

ガキ

外  黒

内 黒褐

良 体部外面

煤付着

-19-
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身多33優当

-12
図版 28 弥生土器

鉢

回径200

残存高58
□縁部外面 櫛描直線文

7条

体部〃   〃 波状文

口縁剖∫内外画 ヨヨナデ

ロ縁部～体部

内画     ヘラミガキ

l mm以下の

長石、石英

を多量に合

む

外 黒

内 黒褐

良好 外面に煤

付着

-13 □径209
残存高79

体部外面  櫛摘波状文
7条

〃     ″ 直線文
8条

口縁罰∫内外向 ヨヨナデ

体部内面   ヘラミガキ

l mm 以 下 の

長石、石英

を含む

外 黒 褐

内 黒

良

-14 凶 放 26 国径194
残存高120

四稼刷 j  刻日X
国縁部   円孔

体部外面  櫛描波状文

8条
〃     ″ 直線文

12条

体部内面   ヘラミガキ
″ 外面

(上部)ハ ケ

(下部)ヘ ラミガキ

掲
灰

黒
黄

外
内

艮 好

-15 □笹202

残存高190
口縁端部  刻日文

体部外面  櫛摘波状文
″     〃 直線文

口縁部内外面 ヨヨナデ

体部内面   指頭圧痕
″      ハケ
″ 外面   ハケ後ヘラミ

ガキ横

l mm以下の

長石、石英
を多量に含
む状

外内 に
ぶい黄橙

艮 好 体 司】外 国

黒 斑

弟 34鬱判

-1

弥生土器
鉢底部

底径102
残存高32

底部外面  円孔 2孔 1

対

医部 内外 画   ヘ ラ ミガキ l mm以下の

長石、石英
を含む

外内 浅

黄

良

-2 底径120

残存高29
は郡 門 口    指 眼 l■及
〃 外 面    ヘ ラ ミガキ

外 白

白

灰

灰内

良 燥 付 看

-3 恩 佳 lZ Z

残存高64
底部内外面  ヘラミガキ 2 mm以下の

長石、石英

を多量に含

む

外内 暗
灰黄

良 ほヨ
'外

国

煤付着

-4 底径112

残存高48
底部内面   ハケ
〃 外画   ヘラミガキ

ユ 以 トの

長石、石英
を含む

褐
黄

黒
灰

外
内

掲

良 好 外 国 全 杯

に煤付着

-5 図版26 履径124
残存高60

底部内面   ナデ後
ヘラミガキ

″ 外面   ヘラミガキ

3 mm以 卜の

長石、石英

を多量に含

む

褐
褐

黒
黄

外
内

良 外 国 が赤

変

-6 底径132
残存高51

円孔 底部内面   ヘラミガキ
〃 外面   磨滅の為調整

不明

l mm以下の

長石、石英

を含む

外 IIB赤

褐

内 灰黄

良 円 孔

-7 図版26 辰 径

残存高76
底部外面   ナデ後

ヘ ラ ガ キ

貢
灰

炊
責

ハ
内

良

-20-
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弟 34凶

-8
弥生土器

鉢底部

底径168
残存高56

底部内外画  ナデ
〃 内面   ヘラミガキ

l mm以 卜の

長石、石英

を多量に含

む

外  にぶ

い黄橙

内 灰白

小長 黒 競

凶

１

４３

　

一

弟 紡 盤 軍 外 径  縦 39× 横 42 裏面     ヘラミガキ l mm以下の

長石、石英

を含む

拘
黄

黒
浅

表
裏

良 土器片利

用

外径 縦42× 横33 裏面     ヘラミガキ 表  狭 日

裏 淡黄

良

-3 径

径

外

孔
縦32× 横34
04

l mm以下の

長石、石英
を多量に含
む

灰

　

灰

暗

　

黄

表

黄

裏

良

-4 ×鯉
哨

笹
径

外
孔

君鷺47 l mm以 卜の

長石、石英
を含む

表裏 灰

黄

良 好

-5 径
径

外
孔

縦58× 横51
04

表面   ヘ ラ ミガキ 貢

灰

灰

暗

表

裏

黄

良 土器片利

用

図

１

８〇

　

一

第 図版5C 弥生土器

細頸壷

底径30
残存高105

膵』
'～

底 』j円回  召 眼 止狼
″       ナ デ

2 mm以下の

長石、石英

角閃石を多

量に含む

黄明

　

黒

外

褐

内

良

-2 弥 鉦 二 誘

広 口壷

回径162

残存高50
回数 郡 円外 血  ヨコナ デ 外内 褐 良

-3 口径156
残存高52

□頸部内外面 磨滅の為調整

不明

外内 褐 良

-4 口径206
残存高75

□縁部内外面 ヨヨナデ

頸部内面   シボリロ

外  明 筒

内 掲

艮好 全面に磨

滅が著 し

ヽヽ

-5 口任176
残存高185

口縁 部 内山  擬 凹緑 4条 □縁部内外向 ヨコナデ
顕部内面   シボリロ
体部 〃   指頭圧痕

外 内 褐 民

― o 弥 生 五 蕊

甕

口後148

残存高43
磨滅の為調整不明 /1門  明

褐

民

-21-
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版
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番
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(clll)
施文の特徴 成形及び調整方法 胎  土 色 調 焼 成 備 考

弔80凶

-7
図版59 弥 生 土 喬

甕

口径180
残存高25

磨滅の為調整不明
ぶ

種

に

橙

外

内

い

良

-8 口 後 164

残存高52
口縁部内外lLI ヨヨナデ

体部内面   指ナデ
〃 外面   磨滅の為調整

不明

外 にぶ

い黄橙

内 にぶ

い黄橙

艮

-9 弥生土器

鉢

口径312
残存高47

口縁部内外面 ヨコナデ 外円 に

ぶい黄橙

良 口縁部に

片口

-1 弥生土器

鉢底部

底径20
残存高21

底部内面   ナデ
〃 外面   磨滅の為調整

不明

外

褐

内

明黄

灰 白

良

-11 瓜 佳 Z0

残存高25
底 部 内外 山   ヨコナデ 外内 凄

黄

艮 好 黒 斑

-12 底桂20
残存高24

底部外面   棋ナデ
″     指ナデ

褐
白

頁
灰

外
内

艮

-13 底径31
残存高38

磨滅の為調整不明 褐

白

貢

灰

外

内

艮

-14

-15

底径20
残存高43

底径60
残存高20

磨滅の為調

底部内面   指頭圧痕
″ 外面   タタキ

2 mm以下の

長石、石英
を含む

亦
　

灰

　

　

白

灰

明
　

黄

　

　

灰

褐

外
褐

内

　

　

外

内

良 黒 斑

-16 底径26
残存高46

底部外面   タタキ ハ

内

灰 日

灰 白

良

-17 凶翔貶59 恥 生 二 蕊

鉢  ―
国4Xt43 8

残存高80
口縁部内面 擬凹線 4条 □縁部内外面 磨滅の為調整

不明 (ヨ コナ

デ?)

2 mm以下の

長石、石英

角閃石を多

量に含む

外内  橙 良

―-22-



SD01 出土土器

図

号

挿

番

版

号

図

番
器  種

法 量

(cm)
施文の特徴 成形及び調整方法 胎  土 色  調 焼 成 備  考

奉も4凶

-1

凶版 60 察 思 喬

雰蓋

回径150
残存高25

口縁部内外面 ナデ

天丼部外面  ヘラケズリ後

ナデ

l mm以下の

長石、石英

を多 く含む

外 灰

内 オ リ

―ブ灰

良好 黒 班

-2 国径160

残存高11

□縁部 内外 面  ナ デ 外  火

内 灰白

艮

図版60 須恵器
皿

□径150

残存高14
密 外  炊

内 灰 白

良 好

-4 底 径

残存高14
国縁部内外面 ヨヨナデ

底部外面   ヘラ切 り後

ナデ

l mm 以 下 の

長石、石英

を者干含む

小  次 日

内  にぶ

い黄 橙

良

-5 器恵

身

須

邪

口径200
残存高86

□縁部 内外 白  ヨヨナ デ l mm以 卜の

長 石 、石 英

を多 く含 む

灰

灰

外

内

良

-6 底径60
残存高10

底 部 内外 面   ヨ コナ デ 1～ 3 mm大

の長石、石

英を多量に

含む

外 門  頁

灰

長

-7 須恵器

皿

□径70
残存高09

口縁部内外面 ヨヨナデ

底部外面   ヘラ切 り後
ヨコナデ

l mm以下の

砂粒を多 く

含む

外 円 次

白

良

-8 須 思 喬

罫

底径74
残存高18

口縁部内外血 ヨコナデ

底部外面   ヘラ削り

炊

灰

外

内

良 好

-9 須 思 益

椀

底径50
残存高23

口縁部内外面 ヨヨナデ

底部内面   ハケ
〃 外面   ナデ

l mm以下の

砂粒を多 く

含む

外内 灰

白

良

-10 主 唇印希

土 釜

脚

脚 部 ナ デ 1～ 2 mm大

の長石、石

英を多量に

含む

外 灰白 良

調査区西端包含層出土土器

図

号

挿

番

販

号

図

番
器  種

法 量

(cln)
施文の特徴 成形及び調整方法 胎  土 色  調 焼成 備 考

弟 も01�

-1

図版60 須思器

郭

底径80
残存高06

l mm以下の

長石、石英

を含む

外内 灰

白

良

-23-



図

号

挿

番

版

号

図

番
器  種

法 量

(c ll)
施文の特徴 成形及び調整方法 胎  土 色  調 焼成 備 考

凶

２

酌
　
一

弟 須恵器

郷

底径80
残存高12

医部 内外 面   ヨヨナ デ 外 にぶ

い黄橙

内 明黄

褐

艮

-3 底径70
残存高13

体部内外面  ヨコナデ

底部外面   ヘラ切 り

外内 灰

白

良

-4 底径100
残存高14

外  狭

内 灰白

艮

-5 □径■ 9

残存高16
外  次

内 灰白

艮

-6 図版 60 須 思 喬

郭 身

□径15.6

残存高2.2

日火
灰

外
内

艮

-7 須恵器

邦 ?

□径16.0

残存高1.4

密

(精良)

外 円  火

白

良

-8 図版60 須恵器

皿

口径140
底径■ 0

残存高18

口縁部内外面 ヨコナデ

底部外面   ヘラ切 り後

ナデ

1～ 2 mn大

の砂粒を多

く含む

外

灰

内

灰

明 紫

明赤

良 好

-9 底 往 102
残 存 高 1.2

l mm以下の

砂粒を多量
に含む

狭
灰

外
内

良 火 だす き

-10 須恵器

軍

頸部内外面  ヨヨナデ 外 灰白

内 オ リ

ープ灰

良

-11 底径80
残存高3.0

底部内外面  ヨコナデ 1～ 2 mm大

の砂粒を含

む

外 内  灰 良

-1 須 思 議

高郭

国径100
残存高10

卿部内外面  ヨヨナデ l mm以下の

砂粒を含む

外内 オ

リープ灰

良

-13 図版6C 須恵器

甕

口径272

残存高45
□縁部内外面 ナデ 1～ 2 mm大

の砂粒を多

く含む

外内 灰 良 好

―-24-―



SK02 出土土器

図

号

挿

番

版

号

図

番
器  種

法 量

(cln〉
施文の特徴 成形及び調整方法 胎  土 色 調 焼成 備 考

第 92凶 梁 何 磁 希

小盃

ほ 径 26
残存高24

体 部 施 釉 外内 白 良 好

SK04 出土土器

図

号

挿

番

版

号

図

番 器 種
法 量

(clll)
施文の特徴 成形及び調整方法 胎  土 色 調 焼成 備 考

図

１

９６

　

一

第

図版61 焼一削備

蓋

口径161
残存高16

1～ 2 mm大

の砂粒を含

む

赤

　

褐

暗

　

黒

外

褐

内

良

-2 器

鉢

陶

悟

国径290
残存高50

体部内面 卸目 10条 1単位 外

褐

内

明赤

赤褐

良好

-3 図版61 底径126
残存高123

体部内面 卸目 16条 1単位 外内 橙 良好

SK07 出土土器

図

号

挿

番

版

号

図

番
器  種

法 量

(clll)
施文の特徴 成形及び調整方法 胎 土 色 調 焼成 備 考

第98図 図版61 染付磁器

猪□
口径64
底径32
器高45

体部外面  圏線 2条 体部 施 釉 淡内

白

外

灰
良 好

SK08 出土土器

挿図

番号

版

号

図

番
器  種

法 量

(all)
施文の特徴 成形及び調整方法 胎 土 色 調 焼成 備 考

第100

図―ユ
陶器

碗

底径56
残存高10

l mm以下の

石英を多量
に含む

外 灰白

内 にぶ

い黄橙

良

-2 肥前系

陶器

碗

底径42
残存高51

体部内面 ロクロ回転を

利用した刷毛目
ロクロ回転を

利用した波状
屈IIF_日

外 面

密

ぶ

黒

に

褐

外

内

い

良好

-8 図版61 瓦質土器

焙烙

日径327
残存高62

体部内画   ハケ
〃 外面   ナデ
〃      指頭圧痕

l mm以下の

石英を含む

黒

灰

外

内
良

-4 瓦質土器
焙烙

□径380
残存高70

□縁部内面 相対する内
耳 2孔 1対

口縁部内面  ナデ

体部外面   指頭圧痕
底部〃    ハケ

灰

灰

外

内
良

-25-



SK10 出土土器

SK13 出土土器

図

号

挿

番

版

号

図

番
器  種

法 量

(clll)
施文の特徴 成形及び調整方法 胎  土 色  調 焼 成 備  考

弟101

図

肥雨釆伺

器 鉢

口径312
残存高24

体部 施 釉 外内 に

ぶい赤褐

艮 好

SKll 出土土器

挿図

番号

版

号

図

番
器  種

法 量

(cm)
施文の特徴 成形及び調整方法 胎  土 色  調 焼 成 備 考

例31υ 6

図-1
肥前系

染付磁器

碗

口径97
残存高46

体 部 外 面   染 付 内外面    施釉 晉 断  灰 自 良 好

-2 口径100
残存高40

体部外面  染付 内外面    施釉 新 次 臼 良好

-3 肥前系

染付磁器

碗

底径76
残存高20

内面 見 込  ね じれ花 又 様 体部内外面  施和

高台畳付   砂目積

晩  灰 自 艮 好

-4 図版61 肥前系

陶器

皿

底径46
残存高34

体部内外面  施釉

内面見込   蛇ノロ釉剥ぎ

白

白

灰

灰

外

内

良好

図

号

挿

番

版

号

図

番
器  種

法 量

(cHl)
施文の特徴 成形及び調整方法 胎  土 色  調 焼 成 備 考

嘉104

図

器
鉢

陶

指
底径180
残存高72

体 部 内面   即 日 体 剖
`内

外 国   ヨ コナ デ l mm以下の

石英を多量

に含む

外内 褐

灰

良 好

SK16 出土土器

図

号

挿

番

図版

番号
器  種

法 量

(cm)
施文の特徴 成形及び調整方法 胎  土 色 調 焼成 備  考

第106

図-1
希円

士笠

ほ牲57
残存高38

囁部内外面  ヨヨナデ

施釉

密 断 灰色 良 好

土師器

皿

国径104

残存高15
口縁 剖

`内
外 lLl ヨヨナ デ l mm以下の

砂粒を含む

黄

　

黄

浅

　

浅

外

橙

内

橙

良

-26-



SK17 出土土器

挿図

番号

版

号

図

番
器  種

法 量

(cm)
施文の特徴 成形及び調整方法 胎  土 色  調 焼 成 備 考

第107

図-1
瓦質土器

培略

口径312
残存高44

□縁部内外面 ヨヨナデ l mm以下の

石英を含む

外  黒 褐

内 灰黄

民 爆 付 看

-2 限 戸 乗 YF

系陶器

碗

口径104
残存高53

体部外向  ヘラ輌E緑
文 1条

口縁部内外面 ヨコナデ l mn以下の

砂粒を多 く

含む

断 淡責 良好

SK26 出土土器

図

号

挿

番

版

号

図

番
器  種

法 量

(clll)
施文の特徴 成形及び調整方法 胎 土 色 調 焼成 備 考

第109

図

鞭 戸 乗 捜

系陶器

碗

辰径50
残存高43

体部内外面  施釉 l mm以下の

砂粒を多 く

含む

淡円
黄

外
灰

良 好

SK28 出土土器

図

号

挿

番

版

号

図

番
器  種

法 量

(ull)
施文の特徴 成形及び調整方法 胎  土 色  調 焼 成 備 考

第111

図

二 印 喬

培烙

口径346
残存高36

体 中 間 回    ハ グ l mm以 卜の

長石、石英

を含む

灰
狗
暗

外
内

黄

艮 外 国 際 何

着

SK29・ 30 出土土器

図

号

挿

番

版

号

図

番
器  種

法 量

(gn)
施文の特徴 成形及び調整方法 胎  土 色  調 焼 成 備 考

昇 113

図-1
BLl ttЧ 糸

染付磁器

碗

妖 存 高 42 卜斡 外 国    多駕1可 体部外面   施釉 密 褐

灰

内

断

良好 貫入が著

しい

-2 肥 日可糸

染付磁器
碗

□径50
残存高40

体部外面  唐草文 ? 体部内外面

高台畳付

釉

釉

施

無

断  灰 白 良好 貫入が著

しい

-3 肥前系

陶器

碗

底径48
残存高27

内 面 ロクロ利用に

よる刷毛目
ロクロ利用に

よる波状扁1毛目

離れ砂

外面

高台畳付

続  赤 灰 良 好

日径84
残存高45

内面 ロクロ利用に

よる刷毛目
コクロ利用に

よる波状刷毛

目

外 面

断  灰 良 好

-5 底径44
残存高30

内面     打刷毛目
〃      ロクロ利用に

よる波状刷毛

目

高台畳付   離れ砂

断 赤橙 良好

-27-



SK29・ 30 出土土器

図

号

挿

番

版

号

図

番
器 種

法 量

(all)
施文の特徴 成形及び調整方法 胎  土 色 調 焼成 備  考

第■3

図-6
円 喬

皿

底任24
残存高18

は部外面   回転糸切 り 外 に ぶ

ぶ

橙

　

橙

い

内

い

良

-7 梁 何 磁 蕊

碗

□後90
残存高40

口縁部外面 雨降り文 内外面    施/1L 新 火 臼 艮 好

SE01 出土土器

図

号

挿

番

版

号

図

番
器 種

法 量

(cHl)
施文の特徴 成形及び調整方法 胎 土 色  調 焼 成 備 考

第■4

図-1
染付磁器

碗

底 後 40

残存高86
体 部 外 面   染 付 体部 施 釉 密 断 灰白 良

-2 梁 1可磁 喬

皿

底径6_4

残存高27
内面見込  染付 体 部 施 釉 断  灰 自 艮 好

-3 陶器

皿

底径46
残存高28

膵部内lal   見込蛇 ノ日

釉剥ぎ

外内 灰

白

良 好

-4 染付磁器

皿

底径60
残存高1.8

内面見込  染付 新 灰白 良好

-5 図版 61 日径122
底径70
残存高24

体 部 内外 白  染 付 断  灰 臼 良 好

-6 問 喬

碗

ほ 後 も,υ

残存高32
体部 施 釉 l mln以 下の

砂粒を多く

含む

断 灰白 良

-7 染付磁器

碗

底径70
残存高20

膵部 施 和 葎 断  k口 艮

-8 梁 lV磁喬

重

正ミtとOυ

残存高25
体 部 施 釉 外

灰

断

明責

灰 白

良 好

-9 肥前系

陶器

碗

底径45
残存高54

円 園      丁J刷 七 日

外面     ロクロ利用に

よる波状刷毛

目

高台畳付   砂熔着

断  灰 艮 好

―-28-―



図

号

挿

番

版

号

図

番
器 種

法 量
(cal)

施文の特徴 成形及び調整方法 胎  土 色  調 焼成 備 考

第■4

図-10
l巴前系

陶器

碗

底径44
残存高25

内外面    コクコ利用に

よる刷毛目

高台畳付   砂熔着

断  赤 橙 艮 好

― H たミtと48
残存高33

画

面

内

外
打刷毛目
ロクロ和lH lこ

よる波状刷毛

目

断 赤掲 良

-12 瀬戸美濃

系掛け分

け碗

辰径42
残存高12

膵部外 画    鉄 粕施 粕 l mm以下の

砂粒を多 く

含む

断  灰 自 良

-1 肥 日可糸

刷 毛 目

皿

辰 f■
4122

残 存 高 44
円 団 見 る    牧 状 刷 毛 日

砂・ 胎土目積

外断 赤

褐

良 好

-14 底径■ 0

残存高47
内面見込   ロクロ利用に

よる刷毛目

砂・ 胎土目積

外 にぶ

い赤褐

断 灰白

長 好

-15 陶器

蓋

底径46
器高32

□縁部外面 凹線 2条 外  次 亦

内 赤灰

艮 好

-16 器

鉢

陶

悟

□径310
残存高101

日縁端部  凹線 2条

内面    卸目1単位
13条

外 にぶ

い赤橙

内 灰赤

長 好

-17 喬
鉢

円
信

口径340
残存高46

国縁郡外面 凹線 2条

内面    卸目 1単位

8条

回縁部内面  ヨコナデ
〃 外面   ヘラケズリ

l mm大 の長

石、石英を

多量に含む

外内 橙 良

SD08 出土土器

図

号

挿

番

版

号

図

番
器  種

法 量

(cl l)
施文の特徴 成形及び調整方法 胎 土 色  調 焼 成 備 考

‐ １

　

一

第

図

磁 希

盃

口径66
底径26
器高24

内外面 施 釉 密 断  次 自 艮 好

肥 R可 糸 衆

付 陶 器

碗

底径52
残存高42

体部外面 一重網目文 内外面 施 釉 密 断  灰 自 良 好 くらわん

か手

月じ日」糸

陶胎染付

碗

□径104
残存高44

体部外面  染付 内外面    施釉 l mm以 卜の

砂粒を多 く

含む

軒  灰 民 好 買 入

-29-



図

号

挿

番

版

号

図

番
器  種

法 量

(cm〉
施文の特徴 成形及び調整方法 胎  土 色  調 焼成 備 考

第118

図-4
肥 Rl糸

青磁染付

碗 ?

履 径 37
残存高17

内面見込  染付

高台中  「渦福」銘

面

面

内

外

釉

磁

施

青

密 断 灰白 良好

-5 肥前系

陶器

碗

国径103
残存高5,6

内外面    施釉 1 以 下 の

砂粒を多く

含む

断  淡 黄 良 好 呉器 手

-6 図版61 I巴前系

陶器

青緑釉皿

底径46
残存高39

内面見込   蛇ノロ釉ユ1ぎ

内面     青緑釉施釉

密 責

白

淡

灰

外

内

良 好

-7 肥前系

陶器

碗

底径50
残存高27

内外面 施釉 l mm以下の

砂粒を多 く

含む

断 灰白 良 好 呉器手

― も 月日日可米

陶器

碗

瓜 金5υ

残 存高 35
内曲     コクロ利用に

よる刷毛目

語 断  種 艮

-9 肥前系

磁器

主

底径59
残存高45

外 面 施 釉 密 内断 灰

白

良好 素地灰色

釉淡青灰

色

-lυ 工 叩 蕎

小皿

口IIX8 0

残存高11
口縁罰

`肉
外 出  ヨヨナ デ l mm以 卜の

石英を者千

含む

外 四  残

黄

艮 好 へそ皿 ?

-11 陶器

皿

辰 1壺6も

口径 120
残存高18

口縁部内外面 ヨヨナデ

底部外面   ヘラケズリ

l mn以下の

石英を若干

含む

外

内

灰 貢

赤 褐

良

-1 喬円

士霊

底径184

残存高52
密 外 黒褐

内 黒

良

-13 閣 誘

鉢

□ 径 27

残存高64
□縁 部 内外 面  ヨヨナ デ 密 外 オ リ

―プ黒

内 暗灰

黄

艮

-14 削
鉢

隔
婚

口径300
残存高45

口縁 部 外面  凹線 2条 口縁部内外面

体部内面

デ

ロ

ナ

卸

l mm前後の

砂粒を含む

橙

外

内

い

橙

に ぶ

良 好

-1 削
鉢

隔
括

□径320
残存高42

口縁 端 剖
`  

凹線 2条 口縁部内外画 ヨヨナデ

体部内面   卸目

外 明 赤

褐

内

い赤褐

良 好

-30-



図

号

挿

番

版

号

図

番
器  種

法 量

(cm)
施文の特徴 成形及び調整方法 胎  土 色  調 焼成 備  考

第119

図-16
削
鉢

備
悟

口径300
残存高100

国縁 端 部   凹線 2条 回縁部内外面 ヨヨナデ

体部内面   卸目

亦
灰

狭
赤

外
内

良 好 重 ね焼 き

-17 独 思 奇

郭蓋

口径130
残存高30

口縁 部 内外 面  ヨコナ デ l mm大 の長

石、石英粒

を含む

白

炊

灰

外

内

良

-1 瓦質土器

茶釜

口径158

残存高28
口縁部 内外 山  ヨヨナ デ l mm大 の長

石、石英粒
を多量に含
む

外 灰オ

リーブ

内 灰

良

-19
土師器

羽釜

口径270
残存高35

口縁部内外山 ヨヨナデ

体部内面   ハケ
″ 外面   指頭圧痕

l mm以下の

石英を含む

灰

灰

貢

明

外

内

黄

良

-20 瓦質土器

培烙

回径376
残存高37

口縁部内面 相対する内

耳 2孔 1対
口縁部内外面 ヨヨナデ
〃 外面   指頭圧痕

黒
灰

外
内

良

瓦質土器

暗烙

□径390
残存高68

□縁部内面 相対する内

耳 2孔 1対
口縁部内外lal ヨコナデ

体部内外面  ナデ
″ 内面   ハケ
〃 外面   指頭圧痕

褐

灰

黒

暗

外

内

黄

良

-22 比 賞 主 希

焙烙

口笹396
残存高48

口縁部内面 相対する内

耳 2孔 1対
体部内面   ハケ
〃 外面   ナデ
〃      指頭圧痕

狭
黄

頁
灰

外
内

艮

遺構外出土土器

図

号

挿

番

販

号

図

番
器  種

法 量

(cHl)
施文の特徴 成形及び調整方法 胎  土 色  調 焼成 備 考

第120

図-1
架 4V磁蕊

小杯

涯ヽt雲じも

残存高49
体部外面  折れ松棄文 内外面    施和 密 境 火 臼 民 好

-2 口性75
残存高45

回縁部外面 雨降 り文 内外面     施 粕 勒 次 国 艮 好

-3 服戸夫侵

系

染付磁器

碗

底径42
残存高27

底部外面   ヘラ削り

高台部以外  施釉

l mm以下の

砂粒を多 く

含む

断  灰 白 良 好 釉の色淡

オ リーブ

灰 内面

に貫入

-4 糸削
器

瓶

肥
陶

小

履笹24
残存高36

体部外面   鉄釉

底部外面   回転糸切り

密 断  灰 白 良 好
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図

号

挿

番

版

号

図

番
器 種

法  量

(clll)
施文の特徴 成形及び調整方法 胎  土 色  調 焼 成 備  考

‐２

　

一

第

図

染付ほ器

碗

口径102
残存高33

体部外面  草花文 内外面 施 和 断  火 臼 艮 好

-6 架 何 磁 喬

碗

辰径54
残存高28

体部外面  染付 内外面    施釉 断  灰 臼 良 好

-7 架 何 磁 誘

碗

□任108
残存高39

体部外面  染付 内外面    施釉 断  灰 自 民 好

-8 染付磁器

碗

底径47
残存高62

体部外面  草花文 ? 内外 面     施 和 琲  炊 臼 艮 好

-9 架 1可 磁 喬

碗

底径61
残存高27

内面見込  菊花文 高台畳付   離れ砂 断  灰 白 良 好

-10 磁器

碗

底径50
残存高35

内面見 込    蛇 ノ日ltH剥 ぎ 断  火 臼 艮 好 粕の色淡

明青灰

― 」 肥前系

陶器

碗

底径52
残存高18

内外 面 施 和 新 淡黄 良好 釉の色橙

色

-12 系一副
器

肥

陶

碗

底径46
残存高58

間外 国     胆 48

高 台畳 付    離 れ砂

l mm以 卜の

砂 粒 を多 く

含 む

断 灰白 良 好 釉の色淡

黄

呉器手

-13 肥 日け糸

陶 器

碗

底径50
残存高45

体部内血   打刷七日
″ 外面   ロクロ利用に

よる波状刷毛

目

高台畳付   離れ砂

密 断 黒褐 良好

-14 B巴 日可糸

染 付 磁 器

皿

底 後 rz

残存高21
内面見込  五弁花文

(コ ンニャク

半1)梅樹文 ,

体部外面  唐草文

高台内   銘あり

断  灰 白 良好

-15 系

　

皿

前

器

釉

肥

陶

灰

口径143

底径52
残存高40

内面見込   蛇ノロ和剥ぎ

体部内外面  施釉

褐
ぶ

亦

に

橙

外
内

い

良 好

-16 jaJ希

碗

底径70
残存高23

断 灰白 良

―-32-一



図

号

挿

番

版

号

図

番
器 種

法 量

(cn)
施文の特徴 成形及び調整方法 胎  土 色  調 焼成 備 考

第120

図-17
肥 Rll糸

染付磁器

皿

底径38
残存高31

体部内面  染付 内面見込   蛇 ノ日和剥ぎ 語 外 側  狭

白

良 好

-18

-19

肥 日電糸

鉄釉皿

肥前系陶

器

皿

口径136
残存高17

底径46
残存高34

口縁部内面  鉄釉施釉

および外面

体部内面   緑釉施釉
〃 外面   灰釉施釉

内面見込   蛇ノロ釉剥ぎ

断  1こ ぶゞ

い赤褐

断 灰 白

民 射

良好

4BIの E明
赤褐

釉の色オ

リーブ黒

-20 肥 Hll糸 阿

器

皿

底径46
残存高30

国縁部外面  刷毛面

内面見込   蛇ノロ釉剥ぎ

内面     刷毛目

外内 に

ぶい赤褐

良好 露胎

-21 器

，

陶

壼

底径120
残存高39

底部内面   ヨコナデ
″ 外面   ハケ
″ 底    ハケ

紫

　

灰

明

　

赤

外

灰

内

良 好 班

徴

黒

堅

-22 喬
鉄

円
悟

履 性 100
残存高44

体部内面   卸目

体部外面   ヨコナデ

底部〃    ヘラ削り

l mm以下の

砂粒を若干

含む

外 にぶ

い黄橙

内 にぶ

い檀

艮 妊

-23 円誘

皿

回径320
残存高40

内面     刷毛目 否 外 責褐 良好

-24 j■J喬

甕

□径346
残存高54

口縁部内外面 ヨヨナデ 外
黄

内

暗 狭

浅黄

艮 好

-25 主 帥 器

焙烙

口 径 330

残存高40
□縁部内外山 ヨヨナデ

体部外面   指ナデ

l mm以下の

砂粒を若干

含む

褐

灰

黒

暗

外

内

黄

艮

-26 二 Hll喬

小皿

口後 92
残 存 高 15

口縁部内外向 ナデ

底部外面   ヘラ切 り後

ナデ

l mm以下の

石英を若干

含む

外

橙

内

浅 貢

灰 白

良

-27 土 帥希

焙 烙

国径508
残存高57

口縁部内外面 ヨヨナデ

体部外面   指頭圧痕
〃      ヘラ削 り

3 mm以下の

長石、石英

を含む 橙

外

内

い

黒褐

にぶ

良
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2.遺物観察表 (石器 )

SD10。 11 出土石器
図

号

挿

番

版

号

図

番
器   種

現存長

(cal)

最大幅

(clll)

最大厚

(clll)

量

＞

重

く
材 質 特 徴

Я,35俊」
-1

凶版 33 J ttIEl斧

(石鍬)

サヌカイ ト 刃剤
`の

み娠

「

。基部を欠損し不明であるが、ほぼ

同じ幅で基部までつづき長方形を呈するものと考
えられる。刃部は片面からの調整を主に刃をつく
る。刃部は鋭利である。側縁部には若千の刃潰し
がみられる。

-2 1135 完形、厚い素材を使用。刃部に比べ基部がやや狭
い撥形を呈する。刃部は使用による打撃の為、階
段状剥離が多くみられ、先端部は丸い。両側縁部
は敲打による刃潰しがみられる。基部端は鋭利で
ある。

Я岳36鬱彎
-3

図版 34 77 6036 サヌカイ ト 先端部を欠損、大型品である。一面には自然面が

残る。両側縁部は敲打による刃潰 しが顕者である。

基部は、ほとんど調整がみられない。

-4 先端H;お よび基端罰∫を欠損、大型品である。一面
には自然面が残る。両側縁部は両面からの粗い調
整の後、敲打による刃潰しが顕著である。基部お
よび先端部の 2ケ 所がくびれる。

Я膨3r凶

-1

図版 33 打 裂 石厄 丁 サヌカイ ト 両端を欠損する。上縁部および下縁部は粗い打ち

欠きにより調整を行う。両端を欠損 して不明であ
るが、石槍の可能性もある。

-2 両端を欠損する。厚めの素材を使用。上縁部およ

び下縁部は両面からの打ち欠きにより調整を行う
中央部は両面とも平坦面を残す。両縁部とも刃部
は鈍い。

-3 右半分を欠損する。平面形態は半月状を呈する。
上縁部は両面からの打ち欠きの後、敲打による背
漬しを行う。一方下縁部は両面からの打ち欠きに
より鋭利な刃部をつくる。A面下縁～中央部にか
けて使用による磨耗がみられる。

-4 石半分を欠損する。左側縁部に扶りをもつ。上縁
部は両面からの打ち欠きの後、敲打による背潰し
を行う。一方下縁部は両面からの打ち欠きにより
鋭利な刃部をつくる。両面とも平坦面を多く残す

-5 向端を欠損する。厚めの素材を使用。背部に比べ

刃部が厚い。背部は片面からの調整のみで整形を

行い、刃部は両面からの調整により刃部をつくる
が鈍い。

-6 石 鎌 先端部を欠損する。背郡は両面か らの打ち欠きの

後、敲打による背漬 しを行 う。刃部についても両

面からの打ち欠きにより調整を行 うが、刃部は鈍
ヽヽ。

弟 38凶

-1

図版 33 楔形石器 1 サヌカイ ト 向収J縁 に裁断面をもつ。厚い素材である。上縁部
および下縁部に敲打による刃潰れがみられる。

―-34-―



図

号

挿

番

版

号

図

番
器   種

現存長

(cnl)

最大幅

(cln)

最大厚

(cm)

量

＞

重

く
材  質 特 徴

舅33も 嵯過

-2
凶版 33 楔 形 右 器 13 サヌカイ ト 厚い素材を使用。両側縁および上縁部に敷断画を

もつ。下縁部には打撃による刃漬れ、者千の階段

状素1離がみられる。

第 39凶

-1

図版33 石鏃 サヌカイ ト 凹基式。薄い素材を使用。基部の快りは深く入る。

縁辺部の調整は細く行われており、剥離は中央部

近くにまで及ぶ。両面とも丁寧なつくりである。

-2 未製品。基部を欠損。縁辺部の調整は左側縁部に

片面からの調整がみられるのみ、他は明確な調整

はみられない。

-3 平基式。厚い素材を使用。縁辺部の調整は粗く、

素1離 は中央部まで及ばない。未製品の可能性。

-4 石槍 先端部を欠損。やや厚めの素材を便用。先端返 く

の縁辺部は両面からの調整により刃部をつ くる。

基部は両面か らの調整を行 った後、敲打による刃

潰 しを行っている。

第40図

-1

図版33 削 器 サヌカイ ト 右側縁部を欠損。明瞭な調整は下縁部のみであり、

調整についても丁寧なものではない。

-2 平面形態は台形を呈する。両側縁部に裁断面をも

つ。下縁部のみに調整がみられるが、大きな調整

のみで細かなものはみられない。

-3 左側縁部を欠損。刃部となる 卜縁ヨ
`は

B血か らの

調整のみで刃部をつ くる。粗い調整なが ら刃部は

鋭利である。

-4 薄い素材を使用。両側縁部は未調整。上縁部の調

整は粗 く、下縁部の調整は、主にB面か らの調整

により刃部をつ くる。刃は鋭利である。

-5 11 右半分を欠損。厚めの素材を使用。下縁部は、や

や粗い調整により刃部をつ くる。上縁部について

も粗い調整の後、敲打による刃潰 しを行 う。

明瞭な調整がみられるのは 卜縁部のみで、B血か

らの調整のみで刃部をつ くる。両側縁部は裁断面

をそのまま残す◇

両側縁部に裁断画をもつ。 卜稼罰∫は向向か らの租

い調整により刃部をつくる。

-35-



図

号

挿

番

版

号

図

番
器   種

現存長

(cxll)

最大幅

(cH)

最大厚

(cln)

量

＞

重

く
材 質 特 徴

弟 4υ 凶

-8
凶放 3 削 器 サヌカイ ト 下縁部に若子の調整により刃部をつくる。右側縁

部に裁断面を残す。

-9 zr b 右側縁部を欠損。厚い素材を使用。下縁部の調整

は両面からの打ち欠 きにより刃部をつ くる。若千

の刃潰れあり。

-10 下縁部のみに調整がみられる。薄い 卜縁罰∫を向ltl

から調整 し、刃部をつ くる。

第 4 l 凶

１

図版34 蛤刃石斧 1,0676 カンラン石
を含む讃岐

岩質安山岩

未製品。裏面は研暦を行わず目然面を吸す。

近 くの研磨が丁寧に行われている。側縁部、

はほとんど未調整。

部

部

刃

基

-2 敲 石 128 7062 砂 岩 一部欠損。側面はすべて融打による震れが認めら

れる。表、裏画とも平坦である。

凶
１

ワ
　
一

弟 凶放 34 は る 7879 砂 岩 2面について使用痕が認められる。 1面は全面を

使用。もう1面は使用は認められるものの、凹凸
がみられることから、この面は別の物を研磨した

可能性がある。

右 皿 1,200.0 安山岩 半分を欠損。中央は敲打による打撃で凹む。中央

部の凹みの表面は凹凸である。裏面についても磨

耗の具合から若千の研磨が考えられる。

凶放 8 融打反をもつ

石器

27 サヌカイ ト 平面形態は機形を呈する。一部自然面を残す。

縁部は敲打による刃潰し、階段状剥離が顕箸。

鍬 (打製石斧)の 可能性あり。

側

石

―-36-一



９

，

木 器 計 測 表 凡 例

本文中に掲載した木器及び木製品の法量については、別紙のとおり木器計測表を作成した。

計測方法はA 全長 B tt C 厚さ を基準とし、計測数の多い器種については、計

測箇所を図示し、Al、 A2、 A3の ように記載した。

木器計測表末尾の樹種鑑定番号は、第二分冊自然科学・考察編 第 1節  「高松市井手東

I遺跡出上の木製品の樹種」の樹種鑑定番号と対応するように作成している。なお、出土

木製品の樹種鑑定は、整理作業の前半段階で行ったため、最終的に樹種鑑定を行っていな

いものも多く存在する。その場合、樹種鑑定番号欄が空欄となっている。
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3.S D10・ 11出土木器、木製品計測表

挿図

番号

図版

番号
器   種

法 量
樹種番号 備 考

Al A2 A3 B2 B8 CI C2 C3 Dl D2

第44図

-1

図版35 板 状 鉄 斧

-2 図版35 袋 状 鉄 斧 393 KTAK 13

第45図

-1

箆状木製品 135

-2

-3 図版35 KTAK153

-4 図版51 10 KTAK106

-5 図版35 17 KTAK 42

-6 図版35 KTAK143

第46図

-1

図版36
直 柄 平 鍬

(広 鍬 )

KTAK122

-2 図版36 KTAK 10

第47図

-1

図版37
直 柄 平 鍬

(狭 鍬 )

12 KTAK144

-2 図版56 KTAK160

-3 図版37 KTAK 65

-4 図版37 258

-5 図版37 KTAK184

第48図

-1

図版38 直 柄 又 鍬 KTAK228

-42-



挿図

番号

図版

番号
器  種

法 量
樹種番号 備 考

Al Bl B2 CI C2

第48図

-2
図版38 直 柄 横 鍬 KTAK 78

-3 図版38
(泥 除 )

KTAK129

第49図

-1

図版38 曲柄 平 鍬 KTAK 31

-2 図版39 KTAK139

-3 図版56 KTAK130

-4 図版38 12 KTAK133

-5 図版56 KTAK 67

-6 図版39 KTAK188

第50図

-1

図版40 曲 柄 又 鍬 KTAK 94

-2 図版40 KTAK 36

-3 図版40 KTAK175

-4 図版40 10 KTAK 88

-5 図版40 10

-6 図版40 KTAK 33

-7 図版40 209 KTAK 45

-8 図版40

-43-



挿図

番号

図版

番号
器  種

法 量
樹種番号 備 考

Al A2 Bl B2 Bs B4 CI C2 C] Dl D2

第50図

-9
図版40 由 柄 又 鍬 KTAK183

-10 図版41 KTAK 3

-11 図版40 KTAK 75

第51図

-1

図版57 狭 鍬 柄 398

-2 図版57 210 KTAK 35

-3 図版57 柄 (?) 238 KTAK 55

-4 KTAK 93

-5 図版57

第52図

-1

鋤 把 手 状

-2 図版41 鋤 (?) KTAK5

-3 図版41 鋤 KTAK 66

第53図

-1

図版42 臼 KTAK7

-2 図版42 竪杵状木器 KTAK166

-3 図版42 竪 杵 KTAK9

第54図

-1

図版43 作 業 台 KTAK123

-2 図版43 KTAK163

―-44-



挿図

番号

図版

番号
器   種

法 三
塁

樹種番号 備 考
Al A2 A3 A4 Bェ B8 Ci C2 Ca C4 C5

第54図

-3
図版43 作 業 台 KTAK 26

第55図

-1

図版44 中 筒 KTAKl12

-2 図版44
緯 打 具 状

木 製 品
KTAK 19

-3 図版44 KTAK151

-4 図版45 経 巻 具 KTAK187

第56図

-1

図版45 弓 17 KTAK 44

-2 図版45 14 KTAK186

-3 図版 45 15 13 KTAK145

第57図

-1

図版45 杓子形木器 12 KTAK2

-2 図版45 11 KTAKl

第58図

-1

図版56 杯 KTAK127

-2 図版46 片 □ 11 KTAK147

-3 図版46 把手付片回 324 KTAK ll

第59図

-1

図版48 琴 KTAK 12

第60図

-1

図版47 鳥 形 KTAKl18

-2 図版47 陽 物 形 365 KTAK6

-45-



挿図

番号

図版

番号
器  種

法 量
樹種番号 備 考

AI A2 Aa Bl B2 Cl C2 Ca Dl

第60図

-3
図版46 舟 形 KTAK140

-4 図版47 KTAK 4

第61図

-1

図版49 箱 部 材 KTAK 54

-2 図版49 KTAK168

-3 図版49 KTAK162

-4 KTAK 69

-5 図版49 KTAK 17

第63図

-1

図版51 杭 KTAK 58

-2 図版53 132

-3

-4 図版52 KTAK198

-5 図版52 KTAK182

-6 図版52

-7 図版52 KTAK138

-8 図版52

-9 図版52 225 KTAK214

‐―-46-



挿図

番号

版

〕一

図

番
器  種

法 量
樹種番号 備 考

Aュ BI B2 C〕 C2

第63図

-10
図版51 杭 KTAKH0

-11 図版52 KTAK137

第64図

-12
図版52

-13 図版52

-14 図版52

-15 図版52 15 KTAK 27

-16 図版52 KTAK 79

-17 図版52

-18 図版53 KTAK135

第65図

-1

図版51 先端加工棒 11 KTAK158

-2 図版51 133 16 KTAK 63

-3 図版51 KTAK 76

-4 17 KTAK 34

-5 図版51 13 KTAK 41

-6 図版53 KTAK124

-7

-47-



挿図

番号

図版

番号
器  種

法 三
塁

樹種番号 備 考
A] B] C】

第65図

-8
先端加工棒 KTAK176

-9 図版52 KTAK 46

-10 KTAK 93

-11 157 KTAK 56

-12 KTAK 72

-13 KTAK 94

-14 図版51

第66図

-1

図版51 先端加工材

-2 図版51 KTAK 70

-3 図版51 KTAK 85

-4 KTAK 59

-5 図版51 121

第67図

-6
図版55 KTAK 51

-7 図版53 KTAK200

-8 図版53 KTAK■ 6

第68図

-1

図版53 有 頭 棒 KTAK132

-48-



挿図

番号

図版

番号
器   種

法 量
樹種番号 備 考

Al BI B2 Cl C2

第68図

-2 有 頭 棒

-3 図版53 420 KTAK196

第69図

-1

両端加工木

1

-2 KTAK 61

-3 図版54 KTAK 50

第70図

-1

KTAK216

-2 KTAK155

-3 図版55 KTAK108

-4 図版55 KTAK107

-5 図版55 KTAK101

第71図

-1

図版55
両端加工木

2
77 KTAK170

-2 図版55

-3 図版55

～ 4

-5 図版55 125

第72図

-1

図版57 板 材

―-49-―



挿図

番号

図版

番号
器   種

法 三
塁

樹種番号 備 考

Al A2 A3 Bl B2 B3 CI C2 Ce Dl D2

第72図

-2
板 材

-3 図版57

-4 KTAK125

-5 KTAK103

-6 図版57 KTAK 67

-7 KTAK 68

-8 KTAK 95

-9

-10 図版57 224 KTAK174

― H 図版57 332 KTAK 67

-12 図版57 KTAK 40

-13 図版57 KTAK161

第73図

-1

板 材 KTAK 22

-2 図版58 KTAK 20

第74図

-3
図版55 KTAK210

-4 図版54 KTAK 18

―-50-



挿図

番号

版

号

図

番
器   種

法 量
樹種番号 備 考

A, Bl B2 Ci C2

第75図

-1

図版56 有 孔 板 KTAK211

-2 図版56

-3 KTAK 68

-4 図版56 KTAK 83

-5 図版56

-6 図版56 KTAK126

-7 図版56

第76図

-1

図版51 加 工 棒

-2 図版51

-3 図版51 KTAK 84

-4

-5 図版51 353 KTAK 43

-6 424 KTAKl13

-7 11 KTAK 30

-8

-9 図版51

-51-



挿図

番号

版

号

図

番
器   種

法 量
樹種番号 備 考

Al BI B2 Cl C2

第76図

-10
加 工 棒

第77図

-1

図版58
ヨ の 字 形

加 工 木

1 2-

16

13-

18
KTAKl19

-2 図版54
舟形木製品

(?)
KTAK 74

第78図

-1

図版58 庖丁形木器 KTAK146

-2 図版58 KTAK121

-3 図版58 樹 皮

-4 図版55 先端加工木 102

-5 図版55 17

-6 図版55 加 工 木 KTAK 71

―-52-―





Ⅶ





1.調査区中央部北壁土層堆積状況

＼

2.調査区西部南壁土層堆積状況



図
版
２

1,SD10完 掘状況

(南東から)

2.SDll完 掘状況 (南西から)



陸
牌 :ィ

ー
意
―
持iュ■|

扱
1,SD10上 層堆積状況

2.SDll土 層堆積状況



図
版
４

1,SD10遺 物出土状況 (北部) 2.SD10遺 物出上状況 (南部)

4.SDll(Ⅳ 区南)遺物出±1犬 況3 SDll(Ш 区南)遺物出土状況







図
版
７

SDll遺 物出土状況(か



図
版
８

||1彎 ■+11

:、 irtホ豪畔 ―lrl

1,SD14完 掘状況 (南から)

歳―‐‐す
義
簾
ォ

2.SD14遺 物出土状況



1.SD09完 掘状況

(南西から)

SD09土 層堆積状況



図
版
１０

1.SD12,13完 掘状況

(南西から)

2,SD01完 掘状況 (南から)



図
版
１１

1.第 1遺構面完掘状況 (東から)

111:葦|二



図
版
１２

1.第 1遺構面南部完掘状況 (東から)

2.SB01完 掘状況 (東から)



図
版
１３

1.SD02完 掘状況 (南から)

二 轟 滅 壕 訂 熟 ∞

縁
1霧

義

�鶏

2.SA01完 掘状況 (南から)



図
版
１４

1.SK04完 掘状況 (北から)

2,SK04土 層堆積状況 (東から)



麹
4

議11荘■,1
鋏

幾 踵

1.SK08完 掘状況 (北から)

図
版
１５

2.SK08内 北東部円形土坑完掘状況 (東から)



図
版
１６

1.SK08土 層堆積状況

2.SK08遺 物出土状況



図
版
１７

酵
霧
ケ
ぬ
一報
鶴
縣
静
空ｔ

1.SK27～ 30完掘状況 (南から)

2 SK29完 掘状況 (南から)



図
版
１８

1.SK27完 掘状況 (東から)

2.SK27完 掘状況細部



図
版
１９

l SD05,06完 掘状況

(北から)

務 1嫁赦
ゴ錢 t鍵

2.SD05土 層堆積状況



図
版
２０

1,SD08完 掘状況

(南から)

2.SD08土 層堆積状況



図
版
２‐

1 第 3遺構面完掘状況 (東から)

2 第 3遺構面完掘状況 (南西から)



2.SD17完 掘状況 (北から) 3. SD15完掘状況 (北から)



1.SD16完 掘状況 (北から)

2.SD16土 層堆積状況



図
版
２４

22‐-18

22-17

22715

22-1‐ 9

SD10,11出 上遺物 上器(1)広口壷

22‐-20



図
版
２５

23-6

SD10,11出 土遺物 土器(2)広 口壷、無頸壼、甕



図
版
２６

34-5

SD10,11出 土遺物 土器(0 鉢、高郭



図

20-10

1,SD10,11出 土遺物 土諷 4広 口壷

2.SD10,11出 土遺物 土器(5)広 口壷



図
版
２８

2.SD10,11出 土遺物 土器(7)長頸壷、無頸壷1,SD10,11出 土遺物 土鍬 6)鉢、高杯

3,SD10,11出 土遺物 上器(3)鉢



SD10,11出 土遺物 土器(9)壷体部



SD10,11出 土遺物 土器⑩甕


